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研究成果の概要（和文）：　1993年からこれまで継続して行ってきた、スペイン語語彙バリエーションの総合的研究を
4年間で完成させた。現代スペイン語語彙の地域的変異については、スペイン、ラテンアメリカ、アフリカ、フィリピ
ンで現在使われているスペイン語の実態調査結果をすべて語形と地域名の二次元配列にまとめるシステムを完成した。
収集したデータを現地の研究者の協力を得て、確認修正作業を行った。中世・近代・現代スペイン語語彙の歴史的変化
については、スペインとラテンアメリカで各種のテクストデータを用意した。そこに見られる語彙変化を、語形・年代
・地域・文書類型・文字種の多変量・複次元行列にまとめる分析システムを構築した。

研究成果の概要（英文）：In this study we have finalized the general research on Spanish lexical variation 
which we have been carrying out in team since 1993. As for the geographical variation of Spanish modern 
lexicon, we have completed the system which offers the data collected in investigations in Spain, Latin 
America, Africa and the Philippines, in two-dimensional form of words - localities. We have reviewed and 
confirmed the data collected with the help provided by local researchers. For the study of the historical 
change of the words observed in the Middle, Modern and Contemporary Ages, various textual data are 
prepared. We have developed an analyzing system that integrates multidimensional multivariate matrices of 
linguistic forms, years, regions, types of documents and letters.

研究分野： スペイン語学、言語データ分析
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

  スペイン語の語彙を、歴史的な移り変わ

り（変化）と地理的な異なり（変異）の両面

でとらえる。ソシュールの『講義』以来、言

語の実態の研究では通時態と共時態が峻別

されてきた。しかし、この両面を共に分析す

ることによって、言語のさらに深い理解が得

られることが多いことを認識していた。多変

量・複次元データの分析プログラムの開発が

必要であった。 

 
２．研究の目的 

 スペイン語の地域的変異の研究の多くでは、

ヨーロッパスペイン語とラテンアメリカス

ペイン語の研究が分離されているが、本研究

では両者を統合し、さらにアフリカ、太平洋

地域を含める。 

 これまでに幅広いアンケート調査で蓄積

してきた言語資料をデータベース化し、それ

を使ったクロス集計表、相関分析、多変量分

析を行う。これらは従来一般に行われている

研究手法であるが、新たに多変量・複次元デ

ータ分析の方法の研究と分析プログラムを

開発する。 

 関連する国内・国際研究プロジェクトと連

携する。国内では、本研究のメンバーである

高垣敏博をチーフとする「スペイン語文法バ

リエーション」の研究と連携する。海外では、

スペイン・アルカラデエナレス大学の Pedro 

Sánchez Prieto のチームが推進している「ネ

ットワークによるスペイン・ラテンアメリカ

古文書コーパス」計画、およびスペイン・マ

ド リ ー ド 自 治 大 学 の Antonio Moreno 

Sandoval のチームのスペイン語言語処理プ

ログラムの開発研究と強く連携する。 

 
３．研究の方法 

 スペイン語語彙の地理バリエーションに

ついて、これまでに収集してきたデータを整

理し、スペイン語圏各地の専門家の協力を得

て、確認・修正作業を行う。スペイン語語彙

の地理バリエーションの収集資料、および確

認・修正資料を、その語形と地域について、

多変量解析を行い、変異形の全体像を観察す

る。 

 スペイン語語彙の歴史バリエーションに

ついて、スペイン・アルカラデエナレス大学

の Pedro Sánchez Prieto のチームの「1700

年までのスペイン語の公証文書コーパス」を

利用するとともに、研究代表者が独自に「ス

ペイン語の手稿本・印刷本の文字資料」を作

成する。これらの公証文書と書籍の中で使わ

れている語彙の形式を、年代・地域・文書類

型・文字種について、総合的に分析する方法

を開発し、文字使用の変遷の多変量・多次元

分析法を提示する。 

 
４．研究成果 

スペイン語語彙の地理バリエーション、およ

び歴史バリエーションについての資料を完

成し、分析法を開発し、資料と検索プログラ

ムをウェブに公開した。 

 スペイン語の語彙変化形を代表形にまと

めるプログラムを完成し、ウェブに公開した。 

 分析法については、従来の主成分分析・数

量化３類分析・クラスター分析などの多変量

解析法を応用した。さらに、従来の多変量解

析の方法では不可能であった、多次元データ

（たとえば、語彙形式・年代・地域・文書類

型・文字種の多変量・多次元データ）の分析

に、既存のネットワーク分析の方法を適用し

て、変数間の関連を見た。また、それを応用

し、２次元以上の多次元空間に分布する頻度

データを同時に 

扱う「多変量・多次元分析法」のプログラム

を開発し、研究集会で発表し、次のウェブサ

イトに公開した。 



 

http://lecture.ecc.u-tokyo.ac.jp/~cueda

/varilex/ 
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